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タッチ決済で地下鉄　日上限円



ＨＩＳ

国
内
は
前
年
比

％
増

年比．％増の万人

国内、コロナ禍前まで戻る
ＪＴＢ　夏休みの旅行動向見通し

シ
ニ
ア
層
が
前
向
き
に

海
外
旅
行
は

％
減

レ
ー
ル
パ
ス
利
用
者
向
け
に

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン

日
本
旅
行
が
開
発

長
崎
市
の
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
体
験

Ｈ
Ｉ
Ｓ
バ
ス
ツ
ア
ー

阿
波
お
ど
り
桟
敷
席

外
国
人
向
け
に
発
売

ア
ソ
ビ
ュ
ー

立
佞
武
多
引
き
と

レ
ト
ロ
列
車
の
乗
車

五
所
川
原
で
ツ
ア
ー

日
本
旅
行
東
北

内
部
管
理
強
化
へ

本
社
内
に
新
組
織

日
本
旅
行

取
締
役
の
業
務

分
担
を
一
部
変
更

日
本
旅
行

　
日
本
全
国
、
鉄
道
や
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
機
関
で
は
乗
り

放
題
の
１
日
券
を
販
売
し
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
海
外
で

は
事
例
が
あ
る
が
、
日
本
で
あ

り
そ
う
で
な
か
っ
た
の
が
、
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
で
１
日
券
を

買
わ
な
く
て
も
、
通
常
通
り
に

タ
ッ
チ
で
乗
車
し
て
１
日
券
の

価
格
に
到
達
し
た
時
点
で
、
そ

れ
以
降
の
乗
車
は
無
料
に
な
る

上
限
を
決
め
る
方
式
だ
。
こ
の

方
法
で
あ
れ
ば
、
１
日
券
を
購

入
す
る
必
要
、
手
間
も
な
く
、

旅
行
者
と
し
て
も
便
利
だ
が
、

福
岡
の
福
岡
市
営
地
下
鉄
が
７

月
７
日
、
タ
ッ
チ
決
済
に
よ
る

「
地
下
鉄
乗
車
の
１
日
最
大
６

４
０
円
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
福
岡
市
営
地
下
鉄
で
は
、
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
「
は
や
か
け

ん
」を
は
じ
め
、東
京
な
ど
関
東

で
の
利
用
が
多
い
「
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ
」
や「
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
」や
全
国

の
主
要
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
で
タ
ッ
チ

乗
車
が
可
能
だ
が
、
今
回
の
上

限
６
４
０
円
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
タ
ッ

チ
決
済
の
み
。
対
象
と
な
る
の

は
、Ｖ
ｉ
ｓ
ａ
、Ｊ
Ｃ
Ｂ
、
Ａ
ｍ

ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
　
Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ

ｓ
ｓ
、Ｄ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
ｓ
　

Ｃ
ｌ
ｕ

ｂ
、Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
、銀
聯

の
六
つ
の
タ
ッ
チ
に
対
応
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
な
る
。
日

本
国
内
で
は
、
Ｖ
ｉ
ｓ
ａ
、
Ｊ

Ｃ
Ｂ
、
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
　

Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
、
Ｄ
ｉ
ｎ
ｅ

ｒ
ｓ
　
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
の
四
つ
の
カ

ー
ド
に
な
る
が
、
現
状
で
は
上

記
の
４
ブ
ラ
ン
ド
で
も
タ
ッ
チ

に
対
応
し
て
い
る
カ
ー
ド
と
対

応
し
て
い
な
い
カ
ー
ド
が
あ
る

の
で
、
カ
ー
ド
表
面
に
タ
ッ
チ

対
応
の
マ
ー
ク
が
あ
る
の
か
を

確
認
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
は
事
前

に
チ
ャ
ー
ジ
す
る
前
払
い
方
式

で
残
高
が
あ
れ
ば
使
え
る
の
に

対
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

タ
ッ
チ
決
済
は
基
本
的
に
後
払

い
と
な
る
。
通
常
の
カ
ー
ド
利

用
と
同
様
に
請
求
書
が
届
い
て

か
ら
の
引
き
落
と
し
に
な
る
。

　
福
岡
市
営
地
下
鉄
で
は
、
２

０
２
２
年
５
月
か
ら
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
タ
ッ
チ
決
済
で
の

地
下
鉄
乗
車
を
い
ち
早
く
開
始

し
て
い
る
。
特
に
外
国
人
観
光

客
か
ら
は
好
評
で
あ
る
。
通
常

の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
と
タ
ッ

チ
す
る
場
所
が
異
な
り
、
切
符

を
入
れ
る
少
し
下
の
専
用
リ
ー

ダ
ー
に
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
最
近
で
は
鉄
道
利

用
時
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
タ
ッ
チ

を
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
が
、
福
岡
で
地
下
鉄
に
乗
る

場
合
で
上
限
の
６
４
０
円
を
超

え
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
タ
ッ
チ
し
て
乗
車

す
る
の
が
望
ま
し
い
こ
と
に
な

る
。
ま
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
に

登
録
す
る
こ
と
で
（
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ

ｎ
ｅ
で
あ
れ
ば
Ｗ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｔ

機
能
）
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
な

ど
の
デ
バ
イ
ス
で
の
利
用
も
可

能
だ
。

　
こ
の
上
限
方
式
を
も
っ
と
他

の
交
通
機
関
で
も
導
入
し
て
ほ

し
い
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
の

乗
車
で
も
対
応
す
る
と
よ
り
便

利
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

タ
ッ
チ
乗
車
で
の
上
限
設
定
は

第
一
歩
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

　（
航
空
・
旅
行
ア
ナ
リ
ス
ト
、

帝
京
大
学
非
常
勤
講
師
）
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Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
６
日
、
「
夏
休
み
（
７
月

日
～
８
月


日
）
に
、
１
泊
以
上
の
旅
行
に
出
か
け
る
人
」
の
旅
行

動
向
見
通
し
を
発
表
し
た
。
国
内
旅
行
人
数
は
前
年
比

で

・
９
％
増
、
２
０
１
９
年
比
で
は
０
・
１
％
増
と

な
る
７
２
５
０
万
人
と
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
戻
る
見
込
み

だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
旅
行
に
対
し
て
慎
重
だ
っ
た
シ
ニ

ア
層
が
前
向
き
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｓ
は
、
長
崎
市
の
農

山
漁
村
地
域
で
の
暮
ら
し
に

関
心
が
あ
る
人
を
主
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
８
月

日
出

発
、
１
泊
２
日
の
「
長
崎
市

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験

バ
ス
ツ
ア
ー
」を
実
施
す
る
。

　
長
崎
市
か
ら
「
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験
バ
ス
ツ
ア

ー
」
の
業
務
委
託
を
受
け
て

企
画
し
た
。
長
崎
県
長
崎
市

の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
、現
在
、外
海（
大
中
尾
、

池
島
含
む
）、琴
海
、野
母
崎
、

高
島
の
４
エ
リ
ア
で
、
各
地

域
の
体
験
を
通
じ
て
自
然
を

感
じ
、
地
域
を
巡
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
人
と
ふ
れ
あ
い
、
文

化
や
歴
史
、
地
域
の
風
土
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
今
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で

は
、
野
母
崎
・
高
島
エ
リ
ア

で
各
種
体
験
や
住
民
と
の
交

流
を
通
し
て
そ
の
エ
リ
ア
の

魅
力
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。旅
行
代
金
は
１
人
、

１
万
９
８
０
０
円
。

　
ツ
ア
ー
の
実
施
で
長
崎
市

の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
福
岡

エ
リ
ア
と
長
崎
エ
リ
ア
の
地

域
間
交
流
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
こ
と
も
目
指
す
。

　
ア
ソ
ビ
ュ
ー
は
８
月

～


日
に
徳
島
市
で
開
催
さ
れ

る
阿
波
お
ど
り
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
向
け
最
高
級
桟
敷
席

「
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
　
ｈ

ｏ
ｓ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
　

ｓ
ｅ
ａ
ｔ
」
を
「
阿
波
お
ど

り
み
ら
い
へ
つ
な
ぐ
実
行
委

員
会
」
と
共
同
で
造
成
し
、

外
国
人
観
光
客
向
け
に
６
月


日
か
ら
発
売
し
た
。
価
格

は
１
人

万
円
で
、
２
人
か

ら
購
入
可
能
。

　
踊
り
の
団
体
で
あ
る
踊
り

連
に
よ
る
解
説
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
「
阿
波
尾
鶏
」
な

ど
徳
島
の
名
産
を
使
っ
た
地

元
料
理
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
。

　
食
事
と
解
説
が
付
か
な

い
、
１
人
で
も
購
入
可
能
な

「
特
別
観
覧
席
」
も
１
万
５

千
円
で
発
売
し
た
。

　
日
本
旅
行
東
北
は
８
月
７

日
、
青
森
県
五
所
川
原
市
の

夏
祭
り
「
立
佞
武
多
（
た
ち

ね
ぷ
た
）
」
に
引
き
手
と
し

て
参
加
し
て
も
ら
う
ツ
ア
ー

を
催
行
す
る
。
同
市
を
走
る

津
軽
鉄
道
の
夜
行
に
も
乗

車
。
レ
ト
ロ
な
客
車
で
一
晩

を
過
ご
し
て
も
ら
う
。

　
立
佞
武
多
は
高
さ
約


㍍
、
重
さ

㌧
に
及
ぶ
巨
大

な
山
車
を
「
ヤ
ッ
テ
マ
レ
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
引
い
て

市
中
を
練
り
歩
く
、
毎
年
８

月
上
旬
に
開
催
さ
れ
る
祭

り
。

　
ツ
ア
ー
で
は
、
五
所
川
原

市
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

用
し
、
地
元
の
人
と
一
緒
に

な
っ
て
祭
り
の
引
き
手
と
し

て
参
加
し
て
も
ら
う
。

　
祭
り
終
了
後
の
午
後

時

ご
ろ
、
同
市
を
走
る
津
軽
鉄

道
に
乗
車
。
起
点
の
津
軽
五

所
川
原
駅
と
終
点
の
津
軽
中

里
駅
間
を
２
往
復
し
、
早
朝

の
６
時
ご
ろ
、
津
軽
五
所
川

原
駅
で
解
散
す
る
。
冬
は
ス

ト
ー
ブ
列
車
と
し
て
使
用
さ

れ
る
、
昭
和

年
代
に
製
造

さ
れ
た
客
車
を
利
用
。
懐
か

し
い
昭
和
の
夜
汽
車
の
雰
囲

気
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
。

　
代
金
１
万
８
千
円
。
募
集


人
。
７
月
４
日
か
ら
専
用

サ
イ
ト
で
申
し
込
み
を
受
け

付
け
。

　
日
本
旅
行
は
７
月
１
日
付

で
本
社
内
に
「
ガ
バ
ナ
ン
ス

推
進
部
」
を
設
置
し
た
。

　
内
部
管
理
強
化
に
向
け
、

総
務
人
事
部
の
分
掌
事
項
の

う
ち
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

推
進
、
リ
ス
ク
管
理
、
内
部

統
制
関
連
の
諸
機
能
と
経
営

管
理
部
法
務
室
の
諸
機
能

（
内
部
通
報
制
度
や
契
約
書

の
確
認
等
）
を
統
合
、
拡
充

し
た
。

　
７
月
１
日
付
で
関
連
す
る

人
事
異
動
を
行
っ
た
。

　
【
本
社
】
ガ
バ
ナ
ン
ス
推

進
部
長
（
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

本
部
企
画
部
長
）
西
村
英
哉

▽
同
部
担
当
部
長
兼
Ｃ
Ｓ
Ｒ

推
進
室
長
（
総
務
人
事
部
担

当
部
長
兼
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
室

長
）
若
松
英
樹
▽
同
部
法
務

室
長
（
経
営
管
理
部
法
務
室

長
）
森
進
哉
▽
同
部
法
務
室

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
同
部
法
務

室
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
室
清
昭

　
日
本
旅
行
は
６
月

日
開

催
の
取
締
役
会
で
取
締
役
の

業
務
分
担
を
一
部
変
更
し

た
。
変
更
は
７
月
１
日
付
。

　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本

部
長
（
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事

業
本
部
長
、
監
査
室
、
総
務

人
事
部
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
、
内
部
統

制
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
担

当
）
代
表
取
締
役
常
務
取
締

役
兼
執
行
役
員
舘
真
▽
グ
ロ

ー
バ
ル
戦
略
推
進
本
部
長
、

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
推
進
本
部

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
推
進
部

長
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
営
業
に

関
す
る
こ
と
、秘
書
広
報
部
、

経
営
管
理
部
、
グ
ル
ー
プ
事

業
部
、
経
理
部
、
Ｃ
Ｓ
推
進

室
、
総
務
人
事
部
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

推
進
担
当
（
グ
ロ
ー
バ
ル
戦

略
推
進
本
部
長
、
グ
ロ
ー
バ

ル
戦
略
推
進
本
部
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
事
業
推
進
部
長
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
営
業
に
関
す
る
こ

と
、
秘
書
広
報
部
、
経
営
管

理
部
、
グ
ル
ー
プ
事
業
部
、

経
理
部
、Ｃ
Ｓ
推
進
室
担
当
）

常
務
取
締
役
兼
執
行
役
員
喜

田
康
之
▽
Ｊ
Ｒ
横
断
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
本
部
長
、
中
長
期

経
営
戦
略
推
進
に
関
す
る
こ

と
、
Ｊ
Ｒ
各
社
と
の
連
携
に

関
す
る
こ
と
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

エ
リ
ア
、
監
査
室
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
推
進
部
、
内
部
統
制
・

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
担
当

（
Ｊ
Ｒ
横
断
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
本
部
長
、
中
長
期
経
営
戦

略
推
進
に
関
す
る
こ
と
、
Ｊ

Ｒ
各
社
と
の
連
携
に
関
す
る

こ
と
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
エ
リ
ア

担
当
）
取
締
役
兼
常
務
執
行

役
員
皆
川
真
寛

　
日
本
旅
行
は
欧
米
か
ら
の

訪
日
旅
行
を
専
門
に
扱
う
ジ

ャ
パ
ン
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン

ス（
本
社
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
）

と
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

に
つ
な
が
る
環
境
配
慮
型
オ

プ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ラ
ン
「
Ｊ
Ｒ

Ｐ
　
Ｃ
ａ
ｒ
ｂ
ｏ
ｎ
―
ｆ
ｒ

ｅ
ｅ
」
を
開
発
。
ジ
ャ
パ
ン

・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
の
ジ

ャ
パ
ン
レ
ー
ル
パ
ス
紹
介
サ

イ
ト
内
で
６
月
に
発
売
し

た
。

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社
が
販

売
す
る
訪
日
客
向
け
切
符
、

ジ
ャ
パ
ン
レ
ー
ル
パ
ス
を
購

入
し
た
旅
行
者
に
、
自
身
が

利
用
す
る
鉄
道
か
ら
排
出
さ

れ
る
Ｃ
Ｏ

の
量
に
相
当
す

る
金
額
（
１
口
５

、
ま
た

は
５
㌦
）
を
代
金
と
し
て
支

払
っ
て
も
ら
う
。
代
金
は
植

林
活
動
な
ど
日
本
国
内
の
環

境
保
全
活
動
に
利
用
さ
れ

る
。

　
両
社
は
発
売
を
記
念
し
て

７
月
６
日
、
長
野
県
茅
野
市

の
ア
ル
ピ
コ
グ
ル
ー
プ
所
有

の
山
林
で
１
回
目
の
植
樹
活

動
を
行
っ
た
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｓ
が
こ
の
ほ
ど
発
表

し
た
５
月
の
旅
行
取
扱
高
は

前
年
同
月
比
３
０
７
・
８
％

増
（
２
０
１
９
年
同
月
比


・
５
％
減
）
と
な
る
１
９
３

億
３
３
４
５
万
円
だ
っ
た
。

国
内
旅
行
は
、
全
国
旅
行
支

援
の
継
続
も
あ
り
、
前
年
同

月
実
績
を

・
５
％
上
回
る


億
９
６
４
２
万
円
だ
っ

た
。

年
同
月
比
で
は

・

８
％
減
と
な
っ
た
。

　
取
扱
高
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
と
グ

ル
ー
プ
５
社
（
オ
リ
オ
ン
ツ

ア
ー
、ク
オ
リ
タ
、ク
ル
ー
ズ

プ
ラ
ネ
ッ
ト
、
ジ
ャ
パ
ン
ホ

リ
デ
ー
ト
ラ
ベ
ル
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ

沖
縄
）
の
社
内
取
引
を
相
殺

し
た
旧
会
計
基
準
の
数
字
。

　
国
内
旅
行
は
、
引
き
続
き

沖
縄
方
面
が
全
体
を
け
ん
引

し
て
お
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
出
発
の
成
田
発
チ
ャ

ー
タ
ー
便
で
行
く
宮
古
島
ツ

ア
ー
が
好
調
に
推
移
す
る
な

ど
、
沖
縄
人
気
の
底
上
げ
に

貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
国

内
航
空
券
と
ホ
テ
ル
を
組
み

合
わ
せ
た
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
が
引
き
続
き

好
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
海
外
旅
行
の
取
扱
高
は
、

同
６
２
５
・
３
％
増
（

・

０
％
減
）
の
１
４
４
億
７
１

３
２
万
円
と
な
っ
た
。
送
客

数
で
は
韓
国
が
約
４
割
を
占

め
る
な
ど
、
引
き
続
き
人
気

を
博
し
て
い
る
。
ま
た
、
取

扱
高
で
は
滞
在
日
数
の
多
い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
面
と
ハ
ワ
イ

が
け
ん
引
し
て
お
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
方
面
は
航
空
券
、
ハ

ワ
イ
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー

を
中
心
に
回
復
し
て
い
る
。

　
訪
日
旅
行
取
扱
高
は
、
同

２
３
１
５
・
４
％
増
（

・

３
％
減
）
の
８
億
６
５
７
１

万
円
だ
っ
た
。
欧
米
か
ら
の

団
体
旅
行
の
需
要
が
継
続
し

て
お
り
、取
扱
高
を
け
ん
引
。

「
Ｈ
Ｉ
Ｓ
原
宿
ツ
ー
リ
ス
ト

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
ム
ス
リ
ム
に

向
け
た
祈
祷
場
の
提
供
が
評

判
と
な
り
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
を
は
じ
め
と
す

る
訪
日
旅
行
者
が
多
く
来
店

す
る
な
ど
、
訪
日
需
要
の
回

復
の
動
き
が
顕
著
に
表
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
市
場
と
同

様
に
中
国
か
ら
の
受
客
が
戻

っ
て
お
ら
ず
、
本
格
的
な
回

復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
国
内
旅
行
平
均
費
用
は
、

物
価
の
高
騰
や
旅
行
需
要
の

拡
大
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
人
手

不
足
の
影
響
な
ど
旅
行
関
連

費
用
の
高
騰
か
ら
前
年
比
８

・
１
％
増
、

年
比
９
・
６

％
増
の
４
万
円
と
予
測
。
そ

の
結
果
、
国
内
旅
行
消
費
額

は
前
年
比

・
４
％
増
、


年
比
９
・
７
％
増
の
２
兆
９

千
億
円
と
見
込
ま
れ
る
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
た
一
昨
年
に
比
べ
、
制
限

の
な
か
っ
た
昨
年
の
国
内
旅

行
は
、
長
期
化
、
遠
距
離
化

の
傾
向
が
み
ら
れ
、
ま
た
同

行
者
は
近
し
い
家
族
か
ら
友

人
、
知
人
に
拡
大
し
た
。
今

年
は
さ
ら
に
そ
の
傾
向
が
強

ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り

つ
つ
あ
る
。

　
夏
休
み
に
国
内
旅
行
を
予

定
し
て
い
る
人
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
旅
行

目
的
に
つ
い
て
は
「
家
族
と

過
ご
す
」
（

・
９
％
）
が

最
も
多
く
、次
い
で「
帰
省
」

（

・
０
％
）
、
「
温
泉
で

ゆ
っ
く
り
す
る
」
（
９
・
８

％
）の
順
と
な
っ
た
。ま
た
、

「
自
然
や
風
景
を
楽
し
む
」

（
８
・
５
％
）
や
「
食
事
、

地
域
の
味
覚
を
味
わ
う
」

（
７
・
２
％
）
、
「
名
所
や

史
跡
な
ど
を
見
て
回
る
」

（
５
・
２
％
）な
ど
が
増
加
。

「
感
染
症
予
防
の
た
め
家
族

や
親
し
い
人
と
特
定
の
場
所

で
過
ご
す
傾
向
が
高
ま
っ
て

い
た
コ
ロ
ナ
禍
に
比
べ
、
風

景
や
名
所
、
名
物
な
ど
を
楽

し
む
需
要
が
戻
り
つ
つ
あ

る
」
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
。

　
旅
行
日
数
は「
２
泊
３
日
」

が
前
年
か
ら
３
・
１
㌽
増
加

し

・
２
％
と
最
多
。
次
い

で
「
１
泊
２
日
」
（

・
６

％
）
、
「
３
泊
４
日
」
（


・
９
％
）
の
順
で
、
前
年
か

ら
３
・
２
㌽
、
０
・
４
㌽
そ

れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
。

　
同
行
者
は
１
位
が
「
夫
婦

の
み
」
（

・
３
％
）
、
２

位
が
「
子
供
づ
れ
（
中
学
生

ま
で
の
子
供
が
い
る
）
の
家

族
旅
行
」
（

・
９
％
）
。

三
世
代
な
ど
も
含
め
た
「
家

族
づ
れ
」
が

・
５
％
を
占

め
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
増
加

傾
向
に
あ
っ
た
「
ひ
と
り
」

（

・
０
％
）
が
減
少
し
た

一
方
、
「
家
族
と
友
人
・
知

人
」
（
６
・
３
％
）
や
「
友

人
・
知
人
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」

（

・
５
％
）
、
「
団
体

（
職
場
な
ど
）
」
（
１
・
０

％
）
は
増
加
。
同
行
者
の
対

象
が
拡
大
す
る
傾
向
が
昨
年

に
続
き
見
ら
れ
る
。

　
旅
行
先
に
つ
い
て
は
、
旅

行
先
と
居
住
地
が
同
じ
地
方

で
あ
る
域
内
旅
行
の
割
合
が

九
州
地
方
以
外
の
す
べ
て
の

地
域
で
減
少
と
な
り
、
域
外

の
旅
行
が
増
加
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
宿
泊
・
国
内
企
画

商
品
の
予
約
状
況
を
み
る

と
、
人
気
方
面
は
１
位
・
沖

縄
、
２
位
・
関
西
、
３
位
・

北
海
道
。
ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ

ン
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ

ー
ト
な
ど
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

や
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
へ
の
需
要

も
高
ま
っ
て
い
る
。

　
出
か
け
る
場
所
と
し
て
気

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

１
位
が
「
自
然
の
景
色
が
楽

し
め
る
場
所
（
国
立
公
園
や

花
畑
な
ど
）」（

・
３
％
）、

２
位
が
「
自
然
の
体
験
が
楽

し
め
る
場
所
（
登
山
や
ア
ウ

ト
ド
ア
、キ
ャ
ン
プ
な
ど
）」

（

・
４
％
）
。
国
立
公
園

や
花
畑
な
ど
は
男
女

代
、

登
山
や
ア
ウ
ト
ド
ア
、
キ
ャ

ン
プ
な
ど
は
男
性

代
、
女

性

代
が
高
い
結
果
と
な
っ

た
。
ま
た
、
「
花
火
大
会
」

や
「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ

ー
ト
」
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
は

女
性

歳
以
下
が
最
も
高

い
。

　
利
用
交
通
機
関
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
は
自
家
用
車
に
よ
る

近
距
離
旅
行
の
傾
向
が
顕
著

だ
っ
た
が
、
新
幹
線
や
航
空

機
を
使
っ
て
遠
方
へ
行
く
意

向
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
海
外
旅
行
人
数
は
、
前
年

比
１
１
４
・
３
％
増
、

年

比

・
４
％
減
と
な
る
１
２

０
万
人
の
見
込
み
。
海
外
旅

行
平
均
費
用
は

年
比
０
・

４
％
減
の

万
１
千
円
、
海

外
旅
行
消
費
額
は

年
比


・
６
％
減
の
２
７
７
２
億
円

と
推
計
。
前
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
出
入
国
に
関
す
る
水
際

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
海
外
旅
行
の
平
均

費
用
と
消
費
額
を
発
表
し
て

い
な
い
。

　
国
内
、
海
外
を
合
わ
せ
た

総
旅
行
人
数
は
前
年
比

・

８
％
増
、

年
比
２
・
３
％

減
の
７
３
７
０
万
人
、
総
旅

行
消
費
額
は

年
比
５
・
０

％
減
の
３
兆
１
７
７
２
億
円

と
推
計
し
て
い
る
。


